
○
環
境
省
令
第

号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
三
号
）
及
び
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
四
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年

月

日

環
境
大
臣

小
池
百
合
子

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
十
七
を
第
一
条
の
二
十
と
し
、
第
一
条
の
十
六
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。



（
一
般
廃
棄
物
の
運
搬
を
委
託
で
き
る
者
）

第
一
条
の
十
七

法
第
六
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
の
運
搬
を
委
託
で
き
る
者
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

専
ら
再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
一
般
廃
棄
物
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
者

二

第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
者

三

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
及
び
第
十
条
の
二
十
第
一
項
に
掲
げ
る
者
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特

別
管
理
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
者
に
限
る
。
）

四

法
第
九
条
の
八
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係
る
運
搬
を
行
う
場

合
に
限
る
。
）

五

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係
る
運
搬
を
行
う
場

合
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規

定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

（
一
般
廃
棄
物
の
処
分
を
委
託
で
き
る
者
）



第
一
条
の
十
八

法
第
六
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
を
委
託
で
き
る
者
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

専
ら
再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
一
般
廃
棄
物
の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者

二

第
二
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者

三

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
及
び
第
十
条
の
二
十
第
一
項
に
掲
げ
る
者
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
管

理
一
般
廃
棄
物
の
処
分
を
行
う
者
に
限
る
。
）

四

法
第
九
条
の
八
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係
る
処
分
を
行
う
場

合
に
限
る
。
）

五

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係
る
処
分
を
行
う
場

合
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規

定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

（
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
の
処
理
の
委
託
に
係
る
通
知
事
項
）

第
一
条
の
十
九

令
第
四
条
の
四
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。



一

委
託
し
よ
う
と
す
る
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
の
種
類
、
数
量
、
性
状
及
び
荷
姿

二

当
該
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
際
に
注
意
す
べ
き
事
項

第
二
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

削
除

第
二
条
第
四
号
中
「
前
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
を
除
く
。
」
を
削
る
。

第
二
条
第
七
号
中
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
」
を
「
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
（
以
下

「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五

項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
同
号
チ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

チ

法
、
浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
又
は
令
第
四
条
の
五
に
規
定
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
不
利

益
処
分
（
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
を
い
う
。
以
下
「

不
利
益
処
分
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
そ
の
不
利
益
処
分
の
あ
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
当
該
不
利
益
処

分
を
受
け
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
不
利
益
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

通
知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に



準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を

執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

者
を
含
む
。
）
で
あ
つ
た
者
で
当
該
不
利
益
処
分
の
あ
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。

）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

第
二
条
第
八
号
ロ
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
同
条
第

九
号
中
「
特
定
家
庭
用
機
器
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ

」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
及
び
第
十
一
号
を
削
り
、
同
条
第
十
二
号
ロ
中
「
第
七

条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
す
る
。

第
二
条
の
二
中
「
第
七
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
中
「
第
七
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
条
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

三

削
除

第
二
条
の
三
第
四
号
中
「
前
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
を
除
く
。
」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
イ
中
「
第



十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
七
条
第

三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
及
び
第
八
号
を
削
る
。

第
二
条
の
四
中
「
第
七
条
第
六
項
第
三
号
」
を
「
第
七
条
第
十
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
五
第
一
項
中
「
第
七
条
第
十
一
項
」
を
「
第
七
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
条
第
十
二
項

」
を
「
第
七
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
六
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
チ
」
を
「

第
七
条
第
五
項
第
四
号
ヌ
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
四
項
第
六
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「

第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の

七
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
十
一
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」

に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中

「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四



条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
第
六
号
イ
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
七

条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改

め
る
。

第
五
条
の
十
一
第
一
項
第
六
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
項
第
七

号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第

四
条
の
七
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら

ヌ
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中

「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四

条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
二
第
一
項
第
五
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
項
第
七

号
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
ロ
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五

項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
ハ
中
「
第
七
条



第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ト
」

を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ハ
中

「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
七
条
第
三
項
第

四
号
ト
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「

第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
」
を
「
第
七
条
第
五
項

第
四
号
チ
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
条
の
六
」
を
「
第
四
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
三
第
一
項
第
四
号
中
「
第
七
条
第
四
項
又
は
第
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
六
項
又
は
第
十
四
条
第
六
項

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
八
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改

め
る
。

第
六
条
の
五
第
八
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
第
三
項
第
三
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
ヘ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
か
ら
ヌ
」
に
改
め

る
。



第
六
条
の
十
五
を
第
六
条
の
二
十
七
と
し
、
第
六
条
の
十
四
を
第
六
条
の
二
十
六
と
し
、
第
六
条
の
十
三
を
第
六
条
の
二

十
五
と
し
、
第
六
条
の
十
二
の
次
に
次
の
十
二
条
を
加
え
る
。

（
広
域
的
処
理
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る
一
般
廃
棄
物
）

第
六
条
の
十
三

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
一
般
廃
棄
物
と
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

通
常
の
運
搬
状
況
の
下
で
容
易
に
腐
敗
し
、
又
は
揮
発
す
る
等
そ
の
性
状
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
活
環
境
の

保
全
上
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の

二

製
品
が
一
般
廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
当
該
製
品
の
製
造
（
当
該
製
品
の
原

材
料
又
は
部
品
の
製
造
を
含
む
。
）
、
加
工
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
こ
れ
ら
の
者
が
設
立
し
た
社
団
、
組
合
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
団
体
（
法
人
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
当
該
処
理
を
他
人
に
委
託
し
て
行
う
者
を
含
む
。

以
下
「
製
造
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
一
般
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
が

確
保
さ
れ
る
も
の

（
一
般
廃
棄
物
の
広
域
的
処
理
の
認
定
の
申
請
）



第
六
条
の
十
四

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
の
申
請
は
、
当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
製
造

事
業
者
等
が
、
単
独
に
又
は
共
同
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
広
域
的
処
理
の
内
容
の
基
準
）

第
六
条
の
十
五

法
第
九
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
当
該
製
造
事
業
者
等
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
処
理
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
減
量
そ
の

他
そ
の
適
正
な
処
理
が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う

と
す
る
者
を
含
む
。
）
の
事
業
の
内
容
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
者
に
係
る
責
任
の
範
囲
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。

三

当
該
申
請
に
係
る
一
連
の
処
理
の
行
程
を
申
請
者
が
統
括
し
て
管
理
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

法
第
九
条
の
九
第
六
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
申
請
者
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

当
該
申
請
に
係
る
処
理
の
行
程
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
又
は
法
第
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
管

理
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
（
以
下
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
等
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
な
い
処
理
が
行
わ
れ
た
場
合



に
お
い
て
、
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
他
人
に
委
託
し
て
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
経
理
的
及
び
技
術
的

に
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
を
広
域
的
に
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

一
般
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

再
生
又
は
再
生
が
さ
れ
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
熱
回
収
（
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百

十
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
熱
回
収
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
つ
た
後
に
埋
立
処
分
を
行
う
も
の
で
あ
る

こ
と
。

九

そ
の
他
第
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
。

（
広
域
的
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
）

第
六
条
の
十
六

法
第
九
条
の
九
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。



一

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
的
確
に
行
う
に
足
り
る
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
的
確
に
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
う
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

三

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

四

不
利
益
処
分
を
受
け
、
そ
の
不
利
益
処
分
の
あ
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

五

そ
の
他
第
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
。

（
広
域
的
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
基
準
）

第
六
条
の
十
七

法
第
九
条
の
九
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
の
用
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

当
該
一
般
廃
棄
物
が
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
、
並
び
に
悪
臭
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
運
搬
車
、
運
搬
船
、
運
搬

容
器
そ
の
他
の
運
搬
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

積
替
施
設
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
一
般
廃
棄
物
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下
に
浸
透
し
、
並
び
に
悪
臭



が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

当
該
一
般
廃
棄
物
の
種
類
に
応
じ
、
そ
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

運
転
を
安
定
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
あ
つ
て
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
許
可
（
法
第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
同
項
の
許
可
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て
設

置
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ

保
管
施
設
を
有
す
る
場
合
に
は
、
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下
に
浸
透
し
、
並
び

に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
他
第
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
。

（
広
域
的
処
理
の
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
）



第
六
条
の
十
八

法
第
九
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
事
業
計
画

イ

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
う
一
般
廃
棄
物
の
種
類

ロ

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
う
区
域

ハ

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
委
託
し
て
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
処
理
の
受
託
者
の
氏

名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

ニ

当
該
申
請
に
係
る
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
最
終
処
分
が
終
了
す
る
ま
で
の
一
連
の
処
理
の
行
程

ホ

当
該
処
理
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
（
再
生
品
を
除
く
。
）
の
種
類
、
性
状
及
び
処
理
方
法

ヘ

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お

う
と
す
る
者
を
含
む
。
）
の
事
業
の
内
容
及
び
当
該
者
に
係
る
責
任
の
範
囲

ト

当
該
申
請
に
係
る
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
の
種
類
、
場
所
及
び
処
理
能
力

チ

次
に
掲
げ
る
一
般
廃
棄
物
等
の
一
年
間
の
数
量
等

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
う
一
般
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
の
数
量

(1)



当
該
申
請
に
係
る
処
理
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
（
再
生
品
を
除
く
。
）
の
種
類
ご
と
の
数
量

(2)

再
生
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
再
生
品
の
種
類
ご
と
の
数
量

(3)

熱
回
収
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
熱
回
収
に
よ
り
得
よ
う
と
す
る
熱
量

(4)
リ

再
生
品
又
は
熱
回
収
に
よ
つ
て
得
よ
う
と
す
る
熱
の
利
用
方
法
並
び
に
こ
れ
ら
を
他
人
に
売
却
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
主
な
取
引
先
及
び
価
格
の
見
込
み

ヌ

当
該
申
請
に
係
る
一
連
の
処
理
の
行
程
を
申
請
者
が
統
括
し
て
管
理
す
る
体
制

ル

法
第
九
条
の
九
第
六
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
申
請
者
が
講
ず
る
こ
と
と
す
る
措
置

ヲ

申
請
に
係
る
処
理
の
行
程
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
等
に
適
合
し
な
い
処
理
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て

、
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
講
ず
る
こ
と
と
す
る
措
置

ワ

そ
の
他
第
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項

二

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
簿
の
謄
本

三

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
住
民
票
の
写
し

四

申
請
者
が
第
六
条
の
十
六
各
号
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
書
類



五

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
他
人
に
委
託
し
て
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

当
該
処
理
の
受
託
者
が
第
六
条
の
十
六
第
一
号
及
び
第
二
号
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
書
類

ロ

当
該
処
理
の
受
託
者
が
第
六
条
の
十
六
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
適
合
す
る
こ
と
及
び
当
該
受
託
者
が
こ
れ
ら

の
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
そ
の
者
に
当
該
処
理
を
委
託
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
を
示
す
書

類

六

受
け
入
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に

あ
つ
て
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
許
可
（
法
第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
許
可
）
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

七

受
け
入
れ
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に

あ
つ
て
は
、
法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て
設
置
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
す
書
類

八

前
二
号
の
ほ
か
、
当
該
申
請
に
係
る
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
が
前
条
各
号
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す
書
類



九

そ
の
他
第
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
書
類

（
表
示
）

第
六
条
の
十
九

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
処
理
を
行
う
者
を

含
む
。
）
は
、
運
搬
車
又
は
運
搬
船
を
用
い
て
当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
当
該
運
搬
車
又
は
運
搬
船
の
外
側
に
見
や
す
い
よ
う
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類
及
び
そ
の
収
集
又
は
運
搬
の
用
に
供
す
る
運
搬
施
設
で
あ
る
旨

二

認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

四

認
定
を
受
け
た
者
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

五

当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
を
行
う
場
所
の
所
在
地

（
一
般
廃
棄
物
の
広
域
的
処
理
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
六
条
の
二
十

令
第
五
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た



申
請
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

変
更
後
の
処
理
の
開
始
予
定
年
月
日

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
令
第
五
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
認
定
証
及
び
当
該
申
請
に
係
る
変
更
に
係
る
第

六
条
の
十
八
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
認
定
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

第
六
条
の
二
十
一

令
第
五
条
の
八
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
変
更
と
す
る
。

一

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更

二

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更



三

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更
（
認
定
に
係
る
処
理
の
行
程
を
変
更
す
る
場
合
に
限

る
。
）

四

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更

五

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更

六

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヌ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更
（
申
請
者
が
統
括
し
て
管
理
す
る
体
制
の
内
容
を
変

更
す
る
場
合
に
限
る
。
）

七

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヲ
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更

八

法
第
九
条
の
九
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
の
変
更
（
当
該
者
を
追
加
す
る
場
合
に
限
る
。
）

九

法
第
九
条
の
九
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
設
の
種
類
の
変
更

（
一
般
廃
棄
物
の
広
域
的
処
理
の
認
定
証
）

第
六
条
の
二
十
二

令
第
五
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
認
定
証
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
を
受
け
た
者
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
処
理
を
行
う
者
を
含
む
。
第
五
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名



二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

一
般
廃
棄
物
の
種
類

四

処
理
を
行
う
区
域

五

認
定
を
受
け
た
者
の
事
業
の
内
容

（
廃
止
等
の
届
出
）

第
六
条
の
二
十
三

令
第
五
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
変
更
又
は
廃
止
の
届
出
は
、
当
該
変
更
又
は
廃
止
の
日
か
ら
十
日
以
内

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

変
更
の
内
容
又
は
廃
止
し
た
事
業
の
範
囲

四

変
更
又
は
廃
止
の
理
由

五

変
更
又
は
廃
止
の
年
月
日

２

当
該
認
定
に
係
る
処
分
の
用
に
供
す
る
施
設
の
変
更
を
行
つ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
届
出
書
に
、
当
該
変
更
に
係
る
第



六
条
の
二
十
第
二
項
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
に
係
る
処
理
の
事
業
の
全
部
を
廃
止
し
た
場
合
に
は
、
第
一
項
の
届
出
書
に
、
当
該
認

定
に
係
る
認
定
証
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
）

第
六
条
の
二
十
四

法
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
毎
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
そ
の
年
の
三
月
三
十
一

日
以
前
の
一
年
間
に
お
け
る
当
該
認
定
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
し
、
当
該
一
般
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
に
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

次
に
掲
げ
る
数
量
又
は
熱
量

イ

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
つ
た
一
般
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
の
数
量

ロ

当
該
申
請
に
係
る
処
理
に
伴
い
生
じ
た
廃
棄
物
（
再
生
品
を
除
く
。
）
の
種
類
ご
と
の
数
量

ハ

再
生
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
再
生
品
の
種
類
ご
と
の
数
量



ニ

熱
回
収
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
熱
回
収
に
よ
り
得
ら
れ
た
熱
量

第
七
条
の
七
を
第
七
条
の
八
と
し
、
第
七
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
令
第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ

の
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
）

(3)

第
七
条
の
七

令
第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ

の
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物

(3)

の
処
理
施
設
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
一
般
廃
棄
物
（
当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
で
き

る
産
業
廃
棄
物
と
同
一
の
種
類
の
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
破
砕
施
設

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
特
定
家
庭
用
機
器
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の

他
金
属
及
び
ガ
ラ
ス
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
一
体
と
な
つ
た
も
の
が
一
般
廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、
他

の
一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
施
設

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

三

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
破
砕
施
設

木
く
ず
（
他
の
一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。
）

四

令
第
二
条
第
九
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
破
砕
施
設

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
不
要
物
（
他
の



一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

五

令
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
焼
却
施
設

紙
く
ず
、
木
く
ず
、
繊

維
く
ず
、
動
物
若
し
く
は
植
物
に
係
る
固
形
状
の
不
要
物
又
は
動
物
の
死
体
（
他
の
一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ

れ
た
も
の
に
限
る
。
）

第
八
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係
る
運
搬
を

行
う
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

第
八
条
の
三
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係
る
処
分
を

行
う
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

第
八
条
の
四
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
認
定
証
の
写
し
」
の
下
に
「
、
令
第
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の



九
に
規
定
す
る
認
定
証
の
写
し
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
五
第
一
項
中
「
第
七
条
第
十
一
項
」
を
「
第
七
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
条
第
十
二
項

」
を
「
第
七
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
十
四
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係

る
運
搬
を
行
う
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

第
八
条
の
十
五
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係

る
処
分
を
行
う
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

第
八
条
の
十
八
第
一
項
中
「
第
七
条
第
十
一
項
」
を
「
第
七
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
条
第
十
二

項
」
を
「
第
七
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。



第
八
条
の
十
九
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
号
を
第

十
一
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
当
該

認
定
に
係
る
運
搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含

む
。
）
に
当
該
認
定
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係
る
運
搬
又
は
処
分
を
委
託
す
る
場
合

第
八
条
の
三
十
一
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

削
除

第
九
条
の
二
第
一
項
第
七
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第

八
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
十
号
中
「
第
十
四

条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」

を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第

一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。



第
十
条
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
三
中
「
第
十
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

三

削
除

第
十
条
の
四
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
二
条
の
十
二

の
十
三
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
十
二
条
の
十
二
の
十
九
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第

六
項
」
に
、
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
五
中
「
第
十
四
条
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
十
四
条
第
十
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
六
中
「
第
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
六
の
二
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
七
中
「
第
十
四
条
第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
十
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
八
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
十
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
五
項
」
に
、
「
第
七
条
第
十
一
項
」
を
「
第
七
条

第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
第
十
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
五
項
」
に
、
「
第
七
条
第
十
二
項
」



を
「
第
七
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「

第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」

に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
三
中
「
第
十
四
条
の
四
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
五
中
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
六
第
一
項
中
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
七
中
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
十
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
八
中
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
八
の
二
中
「
第
十
四
条
の
四
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
十
九
中
「
第
十
四
条
の
四
第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
十
四
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
第
十
四
条

第
十
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
十
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
十
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



法
第
十
四
条
の
四
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

第
十
条
の
十
一
に
掲
げ
る
者

二

第
十
条
の
十
五
に
掲
げ
る
者

三

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
当
該
認
定
に
係
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
当
該
認
定
に
係

る
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
行
う
場
合
に
限
る
も
の
と
し
、
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
収
集
若
し

く
は
運
搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
（
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
中
「
第
十
四
条
の
四
第
十
二
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
十
六
項
」
に
、
「
第
七
条
第
十
一
項

」
を
「
第
七
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
の
四
第
十
二
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
十
六
項
」
に

、
「
第
七
条
第
十
二
項
」
を
「
第
七
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
十
三
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」

を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
六
項
第
十
一
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第



十
二
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
項
」
を

「
第
六
項
」
に
、
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
及
び
第
十
二
条
の
二
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
四
第
一
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
二
項
」
を
「

第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
五
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
七
の
五
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次

の
三
条
を
加
え
る
。

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
者
に
係
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
の
特
例
の
対
象
と
な
る
一
般
廃
棄

物
）

第
十
二
条
の
七
の
六

法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
環
境
省
令
で
定
め
る
一
般
廃
棄
物
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
一
般
廃
棄
物
（
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
法
第
十
五
条
第
一

項
の
許
可
に
係
る
産
業
廃
棄
物
と
同
一
の
種
類
の
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
破
砕
施
設

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
特
定
家
庭
用
機
器
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の



他
金
属
及
び
ガ
ラ
ス
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
一
体
と
な
つ
た
も
の
が
一
般
廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、
他

の
一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
施
設

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

三

令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
破
砕
施
設

木
く
ず
（
他
の
一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。
）

四

令
第
二
条
第
九
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
破
砕
施
設

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
不
要
物
（
他
の

一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

五

令
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
の
焼
却
施
設

紙
く
ず
、
木
く
ず
、
繊

維
く
ず
、
動
物
若
し
く
は
植
物
に
係
る
固
形
状
の
不
要
物
又
は
動
物
の
死
体
（
他
の
一
般
廃
棄
物
と
分
別
し
て
収
集
さ

れ
た
も
の
に
限
る
。
）

六

令
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

燃
え
殻
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず
、
木
く

ず
、
繊
維
く
ず
、
動
物
若
し
く
は
植
物
に
係
る
固
形
状
の
不
要
物
、
ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
く
ず
、
陶
磁
器
く
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
不
要
物
、
動
物
の
ふ
ん
尿
、
動
物
の
死



体
若
し
く
は
ば
い
じ
ん
又
は
こ
れ
ら
の
一
般
廃
棄
物
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
で
あ
つ
て
こ
れ
ら
の
一
般
廃

棄
物
に
該
当
し
な
い
も
の
（
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
に
係
る
届
出
）

第
十
二
条
の
七
の
七

法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

三

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

四

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

五

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

六

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
処
理
能
力
（
当
該
施
設
が
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
廃
棄

物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
場
所
（
既
に
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
場
所
を
除
く
。
）
の
面
積
及
び
残
余

の
埋
立
容
量
）

七

法
第
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
付
さ
れ
た



条
件

八

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類
ご
と
の
処
理
量
の
見
込
み

２

法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
開
始
す
る
日
の
三
十
日
前

ま
で
に
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
届
出
に
係
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
第
十
二
条
の
五
に
規
定
す
る
許
可
証
の
写
し

二

他
人
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類

イ

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
法
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
許

可
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
書
類

ロ

専
ら
再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
一
般
廃
棄
物
の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

ハ

第
二
条
の
三
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

ニ

令
第
五
条
の
九
に
規
定
す
る
認
定
証
の
写
し

４

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し



た
受
理
書
を
当
該
届
出
を
し
た
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

三

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

四

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類

五

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号

六

法
第
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
付
さ
れ
た

条
件

５

法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類
若
し
く
は
そ
の
施
設
に
お
い
て
処

理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
当
該
届
出
に
係
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
の
事
業
を
廃
止
し
た

と
き
は
、
当
該
変
更
又
は
廃
止
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
受
理
書
を
添
え
て
、
そ
の
旨

を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
の
技
術
上
の
基
準
等
の
適
用
）



第
十
二
条
の
七
の
八

法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施

設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
を
産
業
廃
棄
物
と
み
な
し
て
、
第
十
二
条
の
六
か
ら
第
十
二
条
の
七
の
三
ま
で
の
規

定
を
適
用
す
る
。

第
十
二
条
の
八
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、

同
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
九
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
イ
中
「

第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」

を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
の
二
第
一
項
、
第
十
二
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四

第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
の
三
第
一
項
第
六
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め



、
同
項
第
七
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
七
号
中

「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二

号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
一
の
四
第
一
項
第
五
号
及
び
第
八
号
ロ
並
び
に
第
二
項
第
二
号
ハ
及
び
第
三
号
ハ
中
「
第
十
四
条
第
三
項

第
二
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
二
第
一
項
第
七
号
及
び
第
二
項
第
五
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
五
第
八
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
十
四
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
の
十
二

の
二
十
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条

の
十
二
の
十
九
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
十
二
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
の
十
二



の
十
八
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
十
一
中
「
第
十
五
条
の
四
の
五
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
の
十
二

の
十
七
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
十
中
「
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
第
二
号
ハ
」
に

改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
の
十
二
の
十
六
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
九
中
「
第
十
五
条
の
四
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

二
条
の
十
二
の
十
五
と
す
る
。

第
十
二
条
の
十
二
の
八
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
十
二
条
の
十
二
の
十
四
と
し
、
第
十
二
条
の
十
二
の
七
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
広
域
的
処
理
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る
産
業
廃
棄
物
）

第
十
二
条
の
十
二
の
八

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
産
業
廃
棄
物
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

通
常
の
運
搬
状
況
の
下
で
容
易
に
腐
敗
し
、
又
は
揮
発
す
る
等
そ
の
性
状
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
活
環
境
の



保
全
上
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の

二

製
品
が
産
業
廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
製
造
事
業
者
等
が
行
う
こ
と
に
よ
り

、
当
該
産
業
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
が
確
保
さ
れ
る
も
の

（
産
業
廃
棄
物
の
広
域
的
処
理
の
認
定
の
申
請
）

第
十
二
条
の
十
二
の
九

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
の
申
請
は
、
当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お

う
と
す
る
製
造
事
業
者
等
が
、
単
独
に
又
は
共
同
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
広
域
的
処
理
の
内
容
の
基
準
）

第
十
二
条
の
十
二
の
十

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
当
該
製
造
事
業
者
等
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
処
理
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
減
量
そ
の

他
そ
の
適
正
な
処
理
が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う

と
す
る
者
を
含
む
。
）
の
事
業
の
内
容
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
者
に
係
る
責
任
の
範
囲
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。



三

当
該
申
請
に
係
る
一
連
の
処
理
の
行
程
を
申
請
者
が
統
括
し
て
管
理
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
九
第
六
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
申
請
者
が

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

当
該
申
請
に
係
る
処
理
の
行
程
に
お
い
て
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
又
は
法
第
十
二

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
（
以
下
「
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
等
」
と
い
う
。
）
に

適
合
し
な
い
処
理
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
他
人
に
委
託
し
て
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
経
理
的
及
び
技
術
的

に
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
当
該
申
請
に
係
る
産
業
廃
棄
物
を
広
域
的
に
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

産
業
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
が
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

再
生
又
は
再
生
が
さ
れ
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
熱
回
収
を
行
つ
た
後
に
埋
立
処
分
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九

そ
の
他
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。



（
広
域
的
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
）

第
十
二
条
の
十
二
の
十
一

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
的
確
に
行
う
に
足
り
る
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
処
理
を
的
確
に
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
う
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

三

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

四

不
利
益
処
分
を
受
け
、
そ
の
不
利
益
処
分
の
あ
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

五

そ
の
他
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

（
広
域
的
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
の
基
準
）

第
十
二
条
の
十
二
の
十
二

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
の
用
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

当
該
産
業
廃
棄
物
が
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
、
並
び
に
悪
臭
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
運
搬
車
、
運
搬
船
、
運
搬



容
器
そ
の
他
の
運
搬
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

積
替
施
設
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
産
業
廃
棄
物
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下
に
浸
透
し
、
並
び
に
悪
臭

が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
申
請
に
係
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

当
該
産
業
廃
棄
物
の
種
類
に
応
じ
、
そ
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

運
転
を
安
定
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
（
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
の
許
可
を

受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
許
可
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

保
管
施
設
を
有
す
る
場
合
に
は
、
搬
入
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下
に
浸
透
し
、
並
び

に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
他
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

（
準
用
）

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三

第
六
条
の
十
八
の
規
定
（
第
七
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
は
法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
二
項



の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
十
九
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定

を
受
け
た
者
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
当
該
認
定
に
係
る
処
理
を
行
う
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
の
規
定

は
令
第
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、

第
六
条
の
二
十
一
の
規
定
は
令
第
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
八
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で

定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
二
の
規
定
は
令
第
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
九
の
規

定
に
よ
る
認
定
証
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
三
の
規
定
は
令
第
七
条
の
五
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
令
第
五
条

の
十
の
規
定
に
よ
る
変
更
又
は
廃
止
の
届
出
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の

認
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産

業
廃
棄
物
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
十
八
第
一
号
ル

法
第
九
条
の
九
第
六
項

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
九
条
の
九
第
六
項



第
六
条
の
十
八
第
一
号
ヲ

一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
等

産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
等

第
六
条
の
十
八
第
一
号
ワ

第
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
環
境

環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項

大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
ご
と
に

環
境
大
臣
が
定
め
る
事
項

第
六
条
の
十
八
第
四
号

第
六
条
の
十
六
各
号

第
十
二
条
の
十
二
の
十
一
各
号

第
六
条
の
十
八
第
五
号
イ

第
六
条
の
十
六
第
一
号
及
び
第
二
号

第
十
二
条
の
十
二
の
十
一
第
一
号
及
び
第
二
号

第
六
条
の
十
八
第
五
号
ロ

第
六
条
の
十
六
第
三
号
か
ら
第
五
号

第
十
二
条
の
十
二
の
十
一
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

ま
で

で

第
六
条
の
十
八
第
六
号

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

法
第
八
条
第
一
項

法
第
十
五
条
第
一
項

法
第
九
条
第
一
項

法
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項

第
六
条
の
十
八
第
八
号

前
二
号

前
号

前
条
各
号

第
十
二
条
の
十
二
の
十
二
各
号



第
六
条
の
十
八
第
九
号

第
六
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
環
境

環
境
大
臣
が
定
め
る
書
類

大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
ご
と
に

環
境
大
臣
が
定
め
る
書
類

第
六
条
の
二
十
第
二
項

令
第
五
条
の
九

令
七
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
九

第
六
条
の
十
八

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八

第
六
条
の
二
十
一
第
一
号

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
イ

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
イ

第
六
条
の
二
十
一
第
二
号

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ロ

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ロ

第
六
条
の
二
十
一
第
三
号

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ニ

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ニ

第
六
条
の
二
十
一
第
四
号

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ホ

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て



準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ホ

第
六
条
の
二
十
一
第
五
号

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヘ

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヘ

第
六
条
の
二
十
一
第
六
号

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヌ

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヌ

第
六
条
の
二
十
一
第
七
号

第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヲ

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
ヲ

第
六
条
の
二
十
一
第
八
号

法
第
九
条
の
九
第
二
項
第
二
号

法
第
十
五
条
の
四
の
三
第
二
項
第
二
号

及
び
第
九
号

第
六
条
の
二
十
三
第
二
項

第
六
条
の
二
十
第
二
項

第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
二
十
第
二
項

第
六
条
の
二
十
三
第
三
項

第
九
条
の
九
第
一
項

第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項

第
十
五
条
の
七
を
第
十
五
条
の
八
と
し
、
第
十
五
条
の
六
を
第
十
五
条
の
七
と
し
、
第
十
五
条
の
五
を
第
十
五
条
の
六
と



す
る
。

第
十
五
条
の
四
中
「
第
十
九
条
の
七
第
二
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
、
「
処
分
者
等
」
の
下
に
「
又
は
認
定

業
者
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
五
条
の
五
と
す
る
。

第
十
五
条
の
三
を
第
十
五
条
の
四
と
し
、
第
十
五
条
の
二
を
第
十
五
条
の
三
と
し
、
第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。

第
十
五
条
の
二

法
第
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

講
ず
べ
き
支
障
の
除
去
等
の
措
置
の
内
容

二

命
令
の
年
月
日
及
び
履
行
期
限

三

命
令
を
行
う
理
由

四

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
支
障
の
除
去
等
の
措

置
の
全
部
又
は
一
部
を
市
町
村
長
が
自
ら
講
ず
る
こ
と
が
あ
る
旨
及
び
当
該
支
障
の
除
去
等
の
措
置
に
要
し
た
費
用
の

徴
収
を
す
る
こ
と
が
あ
る
旨



様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
五

第
六
条
の
二
十
七

様
式
第
六
号
第

面
中
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
、
「

1
4

3
2

」
を

条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ニ

2

第

「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
第
項

第
条
第
項

第
条
第
項
第
号
ハ

様
式
第
八
号
第

面
中
「

1
4

4

」
を
「

1
4

6

」
に
改
め
、
同
様
式
第

面
中
「

1
4

3
2

1

2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
、
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
第
項
第
号
ニ

様
式
第
九
号
中
「

1
4

4

」
を
「

1
4

6

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項

第
条
第
項

様
式
第
十
号
第

面
及
び
様
式
第
十
二
号
第

面
中
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
、
「

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ハ

2

2

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
の
第
項

第
条
の
第
項

第
条
第
項

様
式
第
十
四
号
第

面
中
「

1
4

4
4

」
を
「

1
4

4
6

」
に
改
め
、
同
様
式
第

面
中
「

1
4

3

1

2

2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
、
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
第
項
第
号
ニ

様
式
第
十
五
号
中
「

1
4

4
4

」
を
「

1
4

4
6

」
に
改
め
る
。

第
条
の
第
項

第
条
の
第
項

様
式
第
十
六
号
第

面
及
び
様
式
第
十
八
号
第

面
中
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
、

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ハ

2

3

「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
第
項
第
号
ニ



様
式
第
十
九
号
中
「

1
5

2
4
2

」
を
「

1
5

2
5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
の
の
第
項

第
条
の
の
第
項

様
式
第
二
十
号
中
「

1
5

2
4
1

」
を
「

1
5

2
5
1

」
に
改
め
る
。

第
条
の
の
第
項

第
条
の
の
第
項

第
条
の
の
第
項

第
条
の
の
第
項

第

様
式
第
二
十
二
号
第

面
中
「

1
5

2
4
1

」
を
「

1
5

2
5
1

」
に
改
め
、
同
様
式
第

面
中
「

1

2

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
、
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に

条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
第
項
第
号
ニ

改
め
る
。

様
式
第
二
十
三
号
、
様
式
第
二
十
四
号
表
面
及
び
様
式
第
二
十
五
号
表
面
中
「

1
5

2
4
3

」
を
「

1
5

2
第

条
の
の
第
項

第
条
の

5
3

」
に
改
め
る
。

の
第
項

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ニ

様
式
第
二
十
六
号
第

面
中
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
、
「

1
4

3
2

2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項
第
号
ニ

様
式
第
二
十
七
号
第

面
及
び
第

面
中
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項
第
号
ニ

第
条
第
項
第
号
ニ

2

3

様
式
第
二
十
八
号
裏
面
中
「

1
4

3
2

」
を
「

1
4

5
2

」
に
改
め
る
。

第
条
第
項
第
号
ハ

第
条
第
項
第
号
ハ

様
式
第
二
十
九
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

1
5

4
3
1

」
を
「

第
十
二
条
の
十
二
の
八

第
十
二
条
の
十
二
の
十
四

第
条
の
の
第
項

1
5

4
4
1

」
に
改
め
る
。

第
条
の
の
第
項



第
十
二
条
の
十
二
の
十
三

第
十
二
条
の
十
二
の
十
九

第
条
の
の

様
式
第
三
十
号
中
「

」
を
「

」
に
、
同
様
式
表
面
中
「

1
5

4

5

」
を
「

1
5

4
6

」
に
改
め
る
。

第
条
の
の

様
式
第
三
十
二
号
裏
面
中
「
産
業
廃
棄
物
の
」
を
「
産
業
廃
棄
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
の
」

に
、
「
廃
棄
物
の
保
管
」
を
「
廃
棄
物
若
し
く
は
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
の
保
管
」
に
改
め
、
「
に
お
い
て

廃
棄
物
」
の
下
に
「
若
し
く
は
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
」
を
、
「
国
外
廃
棄
物
」
の
下
に
「
若
し
く
は
国
外

廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
」
を
加
え
、
「
廃
棄
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
」
を
「
廃
棄
物
若
し
く
は
廃
棄
物

で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
若
し
く
は
輸
出
し
た
者
」
に
、
「
廃
棄
物
の
輸
出
」
を
「
廃
棄
物

若
し
く
は
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
の
輸
出
」
に
改
め
、
「
（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
」
を
削
る
。

（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十

総
理
府

二
年

令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

厚
生
省

第
二
条
第
三
項
中
「
第
十
五
条
の
二
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
五
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一



項
を
加
え
る
。

４

法
第
十
五
条
の
二
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
限
る
。

）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
一
般
廃
棄
物
を
産
業
廃
棄
物
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を

適
用
す
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に

関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
第
六
号
中
「
第
十
四
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
る
。

（
排
水
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

排
水
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
別
表
の
ふ
つ
素
及
び
そ
の
化
合
物
の
項
中
「
第
十
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
た
だ
し
書
」
に



、
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
に
関
す
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
特
例

を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
に
関
す
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

特
例
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
第
七
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
」
を
「
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
」
に
改
め
、
第
二
号
中
「
第
四

条
の
五
」
を
「
第
四
条
の
六
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
広
域
的
処
理
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
十
号
又
は
第
二
条
の
三
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
一
般
廃



棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
法
第
七

条
第
一
項
又
は
第
六
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
も
、
引
き
続
き
当
該
指
定
を
受
け
て
い
る
限
り
、
一
般
廃
棄
物
の
収
集
若
し

く
は
運
搬
又
は
処
分
を
引
き
続
き
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の
期
間
内
に
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は

第
六
項
の
許
可
又
は
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申

請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
指
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
一
般
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
は
、

同
項
前
段
に
規
定
す
る
期
間
内
に
お
い
て
も
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
の
許
可
又
は
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
ら
の
許
可
又
は
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
に

係
る
旧
規
則
第
二
条
第
十
号
又
は
第
二
条
の
三
第
七
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

３

第
一
項
後
段
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
の
十
八
第
一
号
イ
、
ロ
、
ハ
、
ヘ
、
ト
及
び
ヲ
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
（
第
六
条
の
十
六
第
一

号
及
び
第
二
号
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
書
類
に
限
る
。
）
ま
で
、
第
五
号
イ
、
第
六
号
並
び
に
第
八
号
の
規
定
は
適
用
し

な
い
。



４

前
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
第
九
条
第
三
号
又
は
第
十
条
の
三
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
環
境

大
臣
の
指
定
を
受
け
て
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く
は
運
搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
中
「
第
二
条
第
十
号
又
は
第
二
条
の
三
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九

条
第
三
号
又
は
第
十
条
の
三
第
三
号
」
と
、
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
「
法
第
七
条
第
一
項
若

し
く
は
第
六
項
の
許
可
又
は
第
九
条
の
九
第
一
項
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
の
許
可

又
は
第
十
五
条
の
四
の
三
第
一
項
の
認
定
」
と
、
第
一
項
中
「
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
」
と
あ
る
の
は
「
当
分

の
間
」
と
、
「
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
六
項
」
と
、
第
三
項
中
「
第

六
条
の
十
八
第
一
号
イ
、
ロ
、
ハ
、
ヘ
、
ト
及
び
ヲ
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
十
二
の
十
三
に

お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
一
号
か
ら
第
四
号
」
と
、
「
並
び
に
第
八
号
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
八
号
並
び
に
第
九

号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


